
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和□3年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師９０％
以上

・朝の時間や家庭学習を中心に三文作り等
に取り組む。
・ノーメディア・家読週間を設定する。
・図書室のイベントやコーナー企画を行う。 Ｂ

・三文作りに全校で取り組んでいる。
・半数の学年で朝の時間、詩の音読に取り組
んでいる。
・ノーメディアは８５％程度できている。
・図書館祭りや読書月間に取り組んでいる。

Ａ

・三文作りは全校で取り組むことができた。
・半数の学年が詩の音読に取り組んだ。
・ノーメディア家読ウィークは、毎回、85％以上取り
組んでいる。
・職員のマイプラン達成率は100％であった。

Ａ

・三文作りや詩の音読に取り組まれ、継続的に実
践されていることが大変よいと思います。
・ノーメディアや職員のマイプラン達成率がすばら
しいです。
・読み・書き・計算の基礎と心の成長ができている
と思います。

学習部
図書主任
図書事務補

○表現力を養う活動の充実 ○話をよく聞いたり、発表したりしている
児童８０％以上

・低・中・高グループで国語科の全校授業研
を行う。
・他の教科等でも話合い活動を取り入れる。 Ｂ

・授業研究会を２学期から開始できた。
・各教科の話合い活動の研修を行い、全職員が実
践発表をした。今後も各自が実践を継続していく。 Ｂ

・低・中・高グループで全校授業研を行うことがで
きた。
・他の教科でも話合い活動を取り入れながら、各
学年に応じて実践ができた。
・児童アンケートの結果は、78％だった。

Ｂ

・授業研が全校でできているところは素晴らし
いと思います。
・児童アンケートの結果が80％達成まで、あと
少しでしたが、よいと思います。

学習部
研究主任
学力向上コーディネーター

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○進んで挨拶ができ、相手を思いやる
言葉遣いができる児童90％以上

・運営委員会による挨拶運動の実施
・「○○さん」と呼ぶ指導の徹底
・自己肯定感を高める取組

Ｂ

・１学期は運営委員会を中心とした挨拶運動に取り組ん
だ。２学期は新型コロナウイルス感染予防の観点から
挨拶運動は自粛している。進んで挨拶ができる児童９
０％は達成できていない。各学年ごとに挨拶運動を実施
したい。
・自己肯定感を高める本校の新しい取組として「特技集
会」を計画している。

Ａ

・友達を「〇〇さん」と呼ぶ児童が増えてきた。
・特技集会を実施し、全校児童の目の前で表現す
る機会を確保した。発表者が安心して表現できる
雰囲気づくりにも努めることができた。
・友達の気持ちを考えて話したり行動したりしてい
る児童の割合が90％だった。

Ａ

・特技集会で児童が自信をもつ機会があるの
は、すばらしいと思います。
・言葉遣いや行動で思いやりがある児童が
90％達成はよいと思います。
・引き続き指導をお願いします。

生活部
特活部

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○保護者アンケートの「いじめに対する
学校の取組」の評価を85ポイント以上

・心のアンケートと個別の面談を定期的に行
い、早期発見に努める。
・職員連絡会で気にしたい子の報告をして
共通理解を図って対応する。 Ａ

・気になる子への対処はよくできている。職員
間の連絡も十分行われていて早期対応への
取組ができている。 Ｂ

・県や市、クラスの様式を用いて心のアンケートを
行い、その後の個人面談を行うなど児童の悩みに
対応できた。
・職員連絡会では、毎回気にしたい子の報告会を
行い、全職員で共通理解した上で対応できた。
・保護者アンケートの結果は、83ポイントだった。

Ｂ

・職員連絡会が何回行われたのか分からない
が、気にしたい子の報告会ができているのは
よかったと思います。
・職員間の情報共有ができていると思いま
す。
・保護者と職員の評価の差が気になります。

教頭
生活部

◎めあてをもって学習活動や学校行事
等に取り組む児童の育成

○行事等では自分のめあてをもって取り
組むと回答する児童90％以上

・キャリアパスポート等を活用し学習や行事
にめあてを決めて取り組ませ、達成に向け
て努力するよう声を掛ける。
・振り返りをさせ、学級通信などで紹介する。

Ａ

・各学年の実態に応じて、学期や行事のめあてを
決めさせ、意識できるようにしている。
・自分のめあてに対する振り返りをさせ、学級通信
などで紹介している。

Ｂ

・各学年の実態に合わせて学期や行事のめあて
を決め、意識させることができた。行事などでは自
分のめあてをもって取り組むと回答した児童の割
合が88%だった。

Ａ

・学習だけでなく行事等においてもめあてをも
ち、取り組まれていると思います。
・指標の90％にわずかに足らなかったのは残
念ですが、よくできていると思います。

特活部
各担当
各担任

●望ましい食習慣と食の自己管理
能力の育成

●「健康に食事は大切である」と
考える児童100％

・健康には食が大切であると児童が認識す
るような取組を委員会で行う。
・給食試食会や健康教育の授業を行い、保
護者も巻き込んだ取組を行う。
・食育担当と担任が協力して食育の授業を
行う。

Ｃ

・栄養教諭と連携した授業や健康教育での食に関
する授業を計画中であり、１０月以降に実施予定
である。
・児童保健委員会で給食について学校の改善点を
自分たちで出し合い、めあてを毎月決めている。

Ａ

・栄養教諭と連携した授業で食に関する授業を実
施し、児童や保護者の食への意識変化が見られ
た。
・児童保健委員会で給食について学校の改善点を
自分たちで出し合い、めあてを毎月決めることが
でき、呼び掛け等啓発ができた。

Ａ

・児童や保護者に食への意識変化が見られて
よかったと思います。
・成果目標の数値表示がないので分かりづら
いです。具体的取組はできているが、コロナ
禍では、まきこんだ取組は難しかったと理解し
ます。

保体部
食育指導担当

○目標をもって体力づくりに取り組
む教育活動

○天気のよい日には外遊びをした
り一輪車の練習をしたりするなど、
進んで運動ができる児童90％

・体育委員会主催で、スポーツ・レクレーショ
ンを行う。
・健康タイムで一輪車の練習をしたり縄跳び
をしたりして、児童の運動への意欲を高め
る。

Ａ

・全校統一した一輪車カードを作成したことで、一輪車を
活用する頻度が増えてきた。熱中症などに気を付けな
がら、たくさんの児童が外遊びを好んで行っている。今
後は、全校が協力してできる一輪車を使ったミニ運動会
などを企画し、より一輪車に興味をもたせたい。 Ａ

・全校統一した一輪車カードや一輪車用の遊具を
準備したことで、一輪車を活用する頻度が増えて
きた。たくさんの児童が外遊びを好んで活動するこ
とができた。委員会を主体とした全校が協力してで
きる一輪車を使ったミニ運動会やスポーツフェスタ
を実施し、体力向上に努めることができた。

Ａ

・伝統でもある一輪車競技に学校全体として
児童も一体となり取り組まれていて、とても微
笑ましく思いました。
・波多津は一輪車があるから活動しやすいで
すね。

保体部
体育主任

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○開かれた学校

○地域人材を活用した教育活動
の推進

○全ての学年で効果的な地域人
材活用を行う。

・年間カリキュラムを見通し、地域と連携した
効果的な教育活動を計画する。
・地域人材のリストを活用し職員間の情報共
有を図る。 Ｂ

・コロナの感染状況により地域人材を活用しにくい
が、感染拡大が落ち着けば、積極的に活用してい
きたい。４年生が波多津の港に出かけ、餌やりや
塩作りの体験を行った。
・読み語りや町探検により、地域の人材活用を
行っている。

Ｂ

・計画をしていた３年生の味噌作りや２年生の
町探検などが、コロナの感染拡大により中止
になった。
・低学年バス旅行での浦田造船所やスケッチ
会での上田木材など、見学等に地域企業の
協力を得ることができた。

Ｂ

・何か地域でできることがあれば言ってください。
・地域との連携とする人材活用は重要ですが、コ
ロナの感染拡大により取組ができなかったことは
残念でした。
・コロナで活動できなかったと思いますが、子供た
ちが何か吸収できたものがあったら紹介していた
だけたらと思う。

教務主任
各担任
教頭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力向上については、国語科の研究を中心に研究授業やその後の授業研究会、また、日常的な三文作りや読書指導を行い、一定の効果を上げることができた。来年度は、これまでの成果である対話活動の充実を生かし、算数科の研究に取り組む。
・いじめ問題への対応では、アンケート調査や個人面談などで早期発見、早期対応に努めることができた。また、特技集会などの新たな取組により、児童の自尊感情を高めることができた。今後は、それらを生かし、元気な挨拶ができるように具体的な方策を検討していく。
・健康・体つくりでは、本校の伝統である一輪車で全校統一のカードや遊具を準備することで、活性化することができた。次年度につなげていきたい。
・働き方改革については、業務記録票の改善や定時退勤日の設定等を行ったが十分ではない。ＩＣＴの利活用を含め、業務改善に努めたい。地域人材の活用はコロナ禍で十分ではなかったが、総合的な学習の時間や図画工作科において、新たに近隣の企業からの協力を得るこ
とができた。継続的な協力が得られるようにしていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・西部型授業を授業の基本とし、授業改善に取り組んだ。課題は、自己表現力の向上である。授業の中に発表や話合い活動などの自己表現をする活動を意図的に仕組んでいかなければならない。

・心の教育に関して、日頃の児童の様子からいじめや問題行動を察知できるよう手立てを取ることが必要である。また、挨拶や言葉遣いについては課題が見られるため、教師や児童会、保護者等が連携して改善していかなければならない。

２　学校教育目標 　　　　は：励んで光る　　た：愉しんで光る　　つ：つながって光る

３　本年度の重点目標 　　　行動目標「３つの玉みがき」に取り組むことで、たくましく未来を切り拓く児童を育成する。

・教職員さんの業務の改善、働き方改革は難
しいものがあると思っています。17時退勤に
取り組んでいられていますが、実際はどうで
しょうか。家に持ち帰って仕事をしている方が
おられるのではないかと心配です。
・定時退勤等メリハリを付けた取組は超過勤
務対策のためにも定着された方がいいのでは
と思います。

学校名 伊万里市立波多津小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

管理職●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・業務記録票を基に勤務時間の管理をす
る。
・定時退勤日の実質的な実践をする。
・級外職員による業務支援や地域・保護者
の支援を得て業務の効率化を行う。

Ｂ

・業務記録票を基に勤務時間の管理ができてい
る。９月から業務記録票を新しくし、より詳しく管理
ができている。
・夏季休業中は業務の効率化を行い、職員の年休
取得に努めることができた。
・定時退勤日の実施については、１７時には退勤
できるよう、今後、取り組んでいく。
・ＩＣＴ関係や児童の個別支援等、級外の業務支援
は十分である。保護者や地域の支援については、
今後、予定している。

Ｂ

・９月から業務記録票を新しくし、より詳しく管理が
できている。定時退勤日としての取組は十分では
なかったが、１月は、時間外勤務の平均時間を多
い月より10時間以上減らすことができた。
・次年度の年間計画の見直しを行い、精選できる
学校行事については、削減を行った。
・次年度は、組織の見直しとともに、業務の偏りが
ないように計画をしている。

Ｂ


